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１．前回会議の振り返り
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②前回の振り返り（避難所チェックインシステムについて）
茅野市DX基本計画に定める重点取組
テーマの１つである「防災」のDXに取り組
む。

⇩
（課題）
防災の課題の１つである“避難所運営”
においては、特に避難所の入退管理・迅
速な避難者情報の収集/伝達が、円滑
な避難所運営や物資配分において非常
に重要である。

⇩
（現状）
避難者情報の収集/伝達は未だに紙媒
体や電話に依存している状況にある。

⇩
（課題解決）
この課題解決手法として、避難所チェック
インシステムの導入を検討している。

3



導入サービス（例）
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【このシステムで目指すこと】
① ストレスフリーな避難所受付の実現

⇒アナログ手法（紙での受付）のみの体制を脱却し、デ
ジタルの得手不得手に関わらず、避難者が円滑にチェック
インを行える体制を構築し、避難者の待ち時間の短縮に
よるストレス軽減。（アプリ・LINE・QRなどによるチェックイ
ン）

② 避難所状況の可視化
⇒どこの避難所に何人避難していて、どんな人が居るのか
を迅速に本部へ伝達することができ、必要な支援や物資
の分配等の適切な指示に繋げる。
⇒避難者自身も避難所状況の確認ができることで自主
的な避難行動を促す。
（避難所空き状況や物資備蓄状況の可視化、避難所
のマッピング）

③ 避難者の詳細情報の取得（検討中）
⇒要配慮者や傷病者の詳細情報をスピーディーに取得し、
必要な支援に繋げる。（アプリ等による事前の情報登録、
チェックイン後の円滑な情報取得方法）



導入サービス（例）
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②前回の振り返り（防災（DX）について）

• 指定避難所だけではなく、公民館・宿泊施設・在宅/車中泊避難なども対象にしていただきたい。災害対策基本法
の改正により、福祉サービスや物資の提供は指定避難所だけではなく、その他の避難所も含まれることになった。
（竹内委員）

• 市民に限らず、茅野市に滞在している人や観光客なども対象とした仕組みにできればよい。（竹内委員）

• 公民館やコミュニティーセンターなどの整備も含めて進めていかないと機能しない。一番重要なのは避難する人がちゃ
んと生活できるような体制を整備しながらDXも一緒に進めていくことが良いのではないか。（守屋委員）

• ボランティアの登録/受付手続きがどこでできるかのマッピングの活用（寺澤委員）

• 住民の皆さんから話を聞く中で、住民がもうちょっと自主性を持たないといけないという話が出た。行政のやらなきゃいけ
ない部分と住民がやらなきゃいけない部分の啓発が必要。（北原会長）

• 支援物資・医療資源（ボランティア医師/看護師等）の避難所への分配において避難所チェックインシステムによる
避難者情報は有効。（今井委員）

避難所チェックインシステム/防災に対していただいたご意見

6

＝＞今回のチェックインシステムは有効であると認める。



②前回の振り返り（地域防災DXについて）

 茅野市社会福祉協議会
災害ボランティアセンター設置、資機材・保険等の管理。

 医師会
トリアージ・搬送連携訓練等の再開について提案（コロナにより中断）

 諏訪中央病院
DMATの受け入れ・搬送計画等の訓練の必要性、中核病院としての被災者対応等

 茅野市商工会議所（企業）
会員企業等の被災状況の確認、社員の安否確認、関係団体等（国/県/経済界）への対応/支援の働きかけ、
各種申請対応

 茅野市金融団（各金融機関）
災害対応訓練、金融機関間の相互連携

 公立諏訪東京理科大学
学生の安否確認/安全確保、行政との連携

各団体における災害への対応について

7



③会議の位置付け
・今回のシステム検討は「行政発議（左記紫矢印）」によるもの。
・基本計画の重点テーマのうちの、「防災」に着目し、その中でも
発災時のチェックインシステムから着手するものになります。

・前回会議において、事業計画の承認をいただいた（下記②）
ことから、過日、外部評価委員会において事業に対する市民目
線の提案検討を行った。（下記③）

・今回会議（下記④）においては、外部評価委員会の検討
内容を踏まえ、
市が行う事業に対する推進協議会からの事業に対する助言
及び提案事項等のとりまとめを行う。

⇒とりまとめ結果を市へ提出する。

事業検討・計画 ・事業内容の確認
・計画承認

事業に対する提案
（建設的助言）

・事業に対する助言
・提案事項のとりまとめ

報告書

・事業企画
・予算化

事業化

行政 協議会 外部評価 協議会 行政

前回会議 今回会議
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市民課題
発信

行政発議

① ② ③ ④ ⑤ ⑥



２．外部評価委員会の検討経過
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①検討経過の概要

 検討テーマ

「避難所チェックインシステム」は市民にとって、便利なものであるか/使ってもらえるものであるか

 目的
①市では、現在のアナログ手法に依存する避難所チェックインの仕組みをDX化することにより、避難者のストレスフリーで迅
速な受け入れや、迅速な情報取得/伝達による支援及び物資の提供/配分等、効率的な避難所運営を目指したい。

②一方で、避難所チェックインシステムが市民（避難者）に使われるものでなければ意味がないことから、市民に使ってもら
える仕組みとするための要件整理を行う。 ⇒ サービス導入に向けてサービス選定の仕様の参考としてもらう。

⇒ 市のこれからの防災を検討するにあたっての参考としてもらう。

 進め方
①システム（今回は参考事例の㈱バカンのサービスを基準とする。）に対して抱く市民のイメージを以下の４つに整理。

②自身（や家族）のシステムに対するイメージを①の４つに分類したうえで、「なぜ」そう思うのか（理由）を言語化。
⇒市民ニーズの収集

③「なぜ」に対して、「どうしたら」市民が使いたい/便利だと思える仕組みになるか（課題解決/改善手法）の検討。

便利だと思うし、使いたい 便利だと思うが、使わない（使えない）

不便だと思うが、使うしかない 不便だし、使わない（使えない）
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②成果物

【提案の条件】

①実現可能であること
・・・法的規制があることや現実的に実現

不可能なことは提案しない。

②特定の各論に偏り過ぎない
・・・広く意見出しをする目的のため、特定

の技術や手法に固執しない。

③予算は考慮しない
・・・あくまで“提案ベース”の意見出し

のため、予算は考慮しない。

④必ず実現できる（する）とは限らない
・・・提案事項として参考にしてもらう。

なぜ（市民ニーズ）

どうしたら（課題解決/改善手法）
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別紙補足資料参照



③まとめ

拡大版別紙参照 【改善/提案事項等】
 デジタル化の課題

・必要情報の発信/可視化（家族の避難
状況/備蓄状況など）

・平時における情報の取得方法の確保
・顔認証（生体認証）/LINE/QRコード
など、様々なチェックイン手法の用意

・自主避難者の把握システム
・手書き情報のデジタル化機能
・専用デバイス/電源/通信環境の確保
・事前周知の徹底（システム導入/どこの
避難所に避難しても良いことなど）

 防災体制整備
・手書きによるチェックイン手法の継続
・住民名簿の作成
・地域ニーズの把握

 庁内体制等
・庁内/学校など、部署間/組織間連携
・平時における（アナログ的）市民情報の
取得

・諏訪6市町村の自治体間連携
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３．本日の議題

• 「避難所チェックインシステム」に関する外部評価委員会からの
報告書の確認及び、市への推進協議会としての報告書の検討

①外部評価委員会の報告内容に関する確認

②外部評価委員会へ要望する再協議事項の有無について

③推進協議会としての市への報告書の検討
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今回はここまで


